
○　本校の概要 令和7年3月1日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。
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③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

2

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

3

3

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

方向性 取組指標

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要
な創造力や課題
解決力、情報活
用能力を育成し
ます。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

④教員自身が校内ＯＪＴや研修を通し、自
らの教師力を向上させようとする取組を
行っている。

3

2

3

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

2

＜これまでの取組＞
①各担任は、外国語教育指導員との
打ち合わせを適宜行い授業の展開や
役割分担等を事前に行ってから授業
に臨んでいる。そのため、児童の実
態に合った授業を展開することができ
ている。
②総合的な学習の時間や社会科、
５・６年生においてはおおたの未来づ
くり等の学習では、我が国や大田区
の伝統や文化について調査・体験を
通して理解を深めてきた。また、６年
生においては、留学生との交流も
行ってきた。
③SDGsの一環として、給食の地産地
消や食品ロス、配付物のペーパーレ
ス等に取り組んでいる。

＜今後の改善策＞
①授業以外の外国語教育指導員の
活用（英語カフェ）の実践を通して外
国語に触れる機会を日常化していく。
②道徳や総合的な学習の時間、各教
科指導を通して異文化理解や人権教
育の学習を意図的に組み入れてい
く。
③SDGｓの考えを一部の委員会活動
や単発の行事に留まらず、継続性や
全校生への広がりを考えた取組にし
ていく。（代表委員会）

3

＜これまでの取組＞
①道徳教育推進教師が講師となり特
別の教科　道徳」の指導と評価の在り
方や指導のポイントについて研修会
を開いたり、実際に授業を公開したり
して、積極的に教員の指導力向上に
務めた。
②算数科では、習熟度別の授業を通
して個に応じた学習を展開している。
③体育主任や体育研究員が積極的
に授業公開し、場の工夫や授業展開
の工夫等について自らが研修で得た
知識や技能を広めており、学んだ教
師がすぐに自分のクラスで実践をす
ることができた。
④保幼小の連携協議会や小中一貫
教育の会等を通して、情報交換をし
たり、授業を見合ったりして円滑な接
続を目指してきた。

＜今後の改善策＞
①同じ価値項目の題材を同学年で必
ず取り組む等、計画性をもって道徳
指導に当たる。
②これまで同様、レディネステストや
児童同士、教師と児童の人間関係を
もとに、クラス編成を行い、習熟度学
習が効果的に行えるようにする。
③体育指導補助員を活用したり、有
効な学習カードを共有したりして学習
効果を高める。
④実態の情報交換だけでなく、有効
な対応策や入学までにつけてほしい
力等も伝え合いうことでよりスムーズ
な接続ができるようにする。

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

目標に対する成果指標
成果
評価

4

＜これまでの取組＞
①様々な学習で自らの気付きや疑問
を元に課題を設定し、課題解決のた
めの情報を集め、整理・分析・まとめ・
表現する活動に取り組んできた。
②どの教科でも振り返りの時間を大
切にし、ワークシート等で実践してき
た。また、グループで話し合い、考え
を共有したり、比較したりして深める
活動は適宜行ってきた。
③授業の中でデジタル教科書やオク
リンクプラス等を積極的に活用し、情
報活用能力の育成を図ってきた。

＜今後の改善策＞
①既習事項や生活経験をもとに新た
な課題の解決方法を探ったり、自分
の考えを具現化するための手順や方
法を考えたりすることにも力を入れて
いく。
②これまでの取り組みを今後も継続
していく。有効なワークシートを共有し
ていく。
③新しいアプリケーションの活用事例
等をICTサポーターを有効に活用し、
積極的に研修していく。

令和６年度　大田区立道塚小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

〇学級数　１８　学級　児童数　５１５名（令和６年１０月現在）
〇目指す学校像「あいさついっぱい、うんどう大好き、できた分かった時のえがお、おもいやりいっぱいの「あいうえおの学校」づくり（全教職員と全児童で取り組む）
〇令和４年度からは、大田区教育委員会独自教科新設に向けた研究実践校として「おおたの未来づくり」に向けてのカリキュラム開発に取り組み、今年度は令和7年度全校実施となる為、エリア協議会で区内パイロット校として実践を積み重ねている。
〇区内に先駆けコミュニティスクールとして、学校運営協議会を中心として、地域と協働した学校教育を実践する。

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価
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す

学校関係者記入欄

4

道塚小の子ども達は元気で意欲的なところをよく見る。
授業でのディスカッションなどのグループ学習はとても身につく
と思います。
授業の様子は学校公開を見る限りですが、GD後に、全体で協
議という授業が進められていて、児童の主体的な学習、深い
学びに繋がる授業をしていると思う。
「〜を育成する」という目標に対して「は楽しいですか」という児
童への質問では、この目標1における成果を図ることは難しい
ように感じるが、これまでの取り組みを児童たちが楽しみなが
ら行うことで積極的に学習に取り組むことに繋がり、取り組み
の目的が果たされやすくなっていることが考えられる。
オクリングプラスへの移行自体が課題だったかと思いました
が、積極的に使っているとのこと、さすが先生方と子どもたちで
す。
一人一人の振り返りをチェックするのは大義でしょうが、有効な
ワークシートを活用してこれからも大事にお願い致します。
先生方が子どもが自分で考えられるよう授業の進め方を工夫
したり、授業の終わりに振り返りをすることにより、自分の頭を
整理したり、考えを発展させる手助けができている。
とても重要な目標に対し、学校側で具体的に検討し、実行され
ていると感じました。

おおたの未来づくりやカムカム新蒲田と3年生の協働など、地
域・おおたとの結びつきを子ども達が担って活動している。英
語カフェ案とてもいいと思います。
外国の方に慣れていない子ともたくさん触れ合ってほしいで
す。以前にも英語カフェはあったと思うが、今はないのでしょう
か。
多くの児童が利用しやすいような英語カフェを実践して欲しい
と思う。国際的に推進されているSDGsに対する活動や英語教
育が校内の掲示板や資料配布を通じて保護者にも伝わってい
ると思うので、継続していくべき。
ALTと担任の棲み分けに関しては議論されるべきだと思う。
大田区の伝統や文化、学校の催しについて英語で発信する取
り組みがほしい。ポスター１枚からでも十分。
国際社会に出て行くこどもたちのために、語学プラスSDG’Sの
考え方を身につけるのが必要ですね。
交流会はアナログ、心が感じられて良いですね。
外部の近隣高校との連携など校内にとどまらず、積極的に機
会を作ることに努めている。

習熟度別や教科担任制など子ども達にあった勉強ができるよ
うな体制をとっている。また、幼保小中連携を進めている学校
である。
中学校との情報交換はとても大事です。その学年にあった教
育方針や指導方針があると思いました。個別の情報も大切で
すが、その学年の特徴や努力したことなど引き継いでもらいた
いです。
こと道徳に関しては、学校だけで身につくものではないと思う
ので、地域や家庭との連携を含めた取り組みが大切ではない
だろうか。
勉強がよくわかると答えた児童が93%というのはまさに先生方
の努力の結果だと思う。「勉強がよくわかる」状態になり、それ
を児童が自覚するにはいくつかのフェーズ（例:授業に問題なく
出席する、内容を理解できる、問題が解けるなど）を乗り越え
なければならないと思う。学校教育の中の、学問的な教育の
意義が実質的に果たされていると言えるのではないか。
児童の回答が90%以上だったことがわかり学校の取り組みは
評価出来ると思います。それと同時に基礎学力をつけるため
の家庭学習、例えば毎日の読書(カード記入)など家庭への応
援要請は従来通りに出来ているのでしょうか？
学校公開などの機会に算数の習熟度別授業を数度視察させ
ていただいているが、教師はそのレベルに的を絞った教え方
ができており、子どもたちも積極的に授業に取り組んでいる様
子が見られている。
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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☆児童アンケート
「友達と協働的学習をすること

（グループ学習などで
学びあうこと）は
楽しいですか。」
の質問項目に
対する回答

4：
肯定的回答90％以上

3:
肯定的回答90％未満80％以

上
2：

肯定的回答80％未満
70％以上

1:
肯定的回答70％未満

☆保護者アンケート
「お子さんが

自分にはよいところがあると
感じている。」
の質問項目に
対する回答

4：
肯定的回答90％以上

3:
肯定的回答90％未満80％以

上
2：

肯定的回答80％未満
70％以上

1:
肯定的回答70％未満

☆児童アンケート
「授業中 、勉強 が

よく分 かりますか。」
の質問項目に
対する回答

4：
肯定的回答90％以上

3:
肯定的回答90％未満80％以

上
2：

肯定的回答80％未満
70％以上

1:
肯定的回答70％未満

2

3

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

2

0Ｄ

＜これまでの取組＞
①ICT機器を活用し、自分の考えを表
現するスキルを多面化している。ま
た、ICTを活用することでより簡単に
自分以外の考え方を共有することが
できる。
②高学年では教科担任制で授業を
行っている。また、身近な公共施設や
工場等との連携を図って授業を展開
してきた。
③高学年の教科担任制や時間講師
の活用、ペーパーレス等を通して特
に学級担任の事務的な業務や授業
準備の負担を軽減し、児童に向き合
う時間を確保してきた。
④校内OJTを計画的に行っている。ま
た、教科主任を中心に区教研等で得
た知識や技能、実践例を共有するた
めに積極的に授業公開してきた。

＜今後の改善策＞
①これまでの取り組みを継承すると
共に、より効果的なICTの活用法を研
修していく。
②中学年や低学年でも交換授業や教
科担任制を試験的に実践していく。
③効果を精選しながらデジタルを推
進していく。
④これまでの取り組みを継続してい
く。

4

0

Ｂ 5

Ａ

今年度多くの先生が入れ替わり、若くなったが、先生方みなで
協力して向上を図っており、子ども達が授業を楽しんでうけて
いる様子を見ている。
教科担任制の導入で先生方の負担も減るとよいですね。
教師力の向上が、児童の学びに向かう力を高めることや良い
学習環境になることに繋がるよう期待します。
これまでの取り組みから、教師のスキルアップの機会が提供さ
れていることがわかる。
OJTももちろん重要であるが、それ以上に、各先生方がその時
点で持っている力を発揮すること（新人の場合は大学までの学
習、経験）ができるように環境を整えることも同じくらい重要で
はないかと感じる。ICTの活用は重要だが、それに頼り過ぎる
危険性が認識されていない印象を受ける。デジタルとアナログ
のバランスを小学校教育から能動的に考える試みがほしい。
まだまだ全般的に教えなければならない小学校ではOJTを頑
張って頂いて有難いです。
出来たら高学年だけでなく教科担任制を先生の都合の良いよ
うに増やしていければ良いと思います。
学校、そして先生方も校内にとどまらず、地域や区内企業との
連携などにより学校力も上がっていると考える。
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☆保護者アンケート
「学校は子供に

分かりやすい授業を
している。」

の質問項目に
対する回答

4：
肯定的回答90％以上

3:
肯定的回答90％未満80％以

上
2：

肯定的回答80％未満
70％以上

1:
肯定的回答70％未満



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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Ｂ

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

①インクルーシブ教育システムの構築に
向けて、教員の資質・能力の向上や校内
における支援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
る。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ａ

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

3

＜これまでの取組＞
①学校運営協議会を定期的に開き、
地域と学校の情報交換やこれまでの
連携の振り返り、今後の連携の在り
方等について協議してきた。地域や
PTA行事の実践として盆踊りや夏の
わくわくスクール、スポーツフェスタ、
学校行事への協力としては運動会や
展覧会などがある。また、授業への
協力として「おおたの未来づくり」や
「総合的な学習の時間」などでの地域
施設との連携やゲストティーチャーな
どがある。
②警察や大田区役所と学校（管理
職、本校PTA、学校運営協議会の役
員も含む）とが連携して通学路の危
険箇所について現場検証をした。ま
た、結果について学校運営協議会や
保護者と共有してきた。
③体育・健康教育授業地区公開講座
（認知症ボランティア、病気の予防）や
道徳授業地区公開講座、セーフティ
教室（保護者向け情報モラル講座）を
計画的に行ってきた。
④日常の出来事をHPで発信してき
た。また、学校だよりや学年だよりを
紙面配付を止め、まなびポケットを利
用してデータとして、季節やその時期
に合った行事や学習予定等を定期的
に発信してきた。

＜今後の改善策＞
①様々な地域行事へ教職員も参加し
やすくなるような仕組みを整える。
②通学路の危険個所についてこれか
らも注意喚起していくと同時に大田区
へも施設や人的な配備等の要請をし
ていく。
③もっと多くの保護者に参加してもら
えるように周知の仕方や開催時期等
を考慮していく。
④データで配信したおたよりについ
て、アップロードの通知がないと気付
かないという反省の声もあり、通知の
方法として保護者メールを使用してい

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

4

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

3

3
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・
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携
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と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

☆保護者アンケート
「学校は、保護者や地域と

連携しながら
教育活動をすすめ、
開かれた学校とする
努力をしている。」

の質問項目に
対する回答

4：
肯定的回答90％以上

3:
肯定的回答90％未満80％以

上
2：

肯定的回答80％未満
70％以上

1:
肯定的回答70％未満

④日常の教育活動を学校だより、学級だ
より、ＨＰ等で進んで発信している。
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個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

＜これまでの取組＞
①特別支援教室巡回指導教員と担
任とが連携を密にして当該児童に対
する対応について共有している。
②いじめアンケート後に個別に面談
をするなど、早期発見・早期対応に努
めてきた。
③スクールカウンセラーが「相談室だ
より」を発行し、気軽に安心して相談
できる事業であることを児童や保護
者へ発信している。

＜今後の改善策＞
①特別支援教室巡回指導教員がも
つ配慮の必要な児童に対する知識や
技能、対処法等を本校教職員にも伝
える機会をもつ。
②いじめ対策委員会をより活性化さ
せ、組織として対応していく。
③これまで通り教職員が児童のサイ
ンを見逃さずスクールカウンセラーに
繋げていく。

コミュニティスクールとして早くから取り組み、学運協を通じて
地域関係者との連携が図られている。
よりよい学校づくりのため、地域との連携は今後も重要になる
と思います。
学校と地域の橋渡しをどんどんやっていきたいと思います。
以前よりも学校と地域の連携がよく取れてきているように思う。
授業における地域の方の協力も、さらに１歩踏み込んだ取り組
みができるようになっていたりと、これからの連携・協働に向け
て、更なる進展が期待できる。
学校を核としたコミュニティづくりを進めるためには、教職員や
保護者、地域それぞれが意識をもう少しずつ変えていくことが
必要だと思う。そのためには、情報発信が重要になってくるだ
ろうし、それ以外でも何ができるのか、考えていくことが大切だ
と思う。
学校とのつながりがさまざまな方法で可能であり、地域と保護
者、学校が児童を中心としたプラットフォームを形成できてい
る。
教職員の参加という面においては、労働時間として捉え可能な
参加形態を探るのか、教員の情熱で参加するのか、難しいと
ころだなと感じる。
今年度は先生方の移動があまりにも多すぎて地域との情報共
有が難しかったと思います。ある程度、運営委員会は役目を
果たせたと思う一方、一層の理解と信頼関係が必要だと思い
ます。
家庭、学校、地域の連携や協働にはコミュニケーションが重要
であり、学校運営協議会のみならず、さまざまな形で地域内の
コミュニケーションが図られている。今後も地域コミュニティの
ための学校作りに協力していきたい。

不登校やいじめ問題などは道塚小だけでなく御園中や他の学
校でも起きている問題であり、幼保小中で連続的に対処するよ
うさらなる改善を期待する。
サポートルーム、スクールカウンセラーから歩みよることが大
切だと感じます。
「いじめの早期発見・早期対応に努めてきた」「いじめ対策委員
会をより活性化させ〜」ということは、いじめが少からずあると
いうことでしょうか隠される、相談しない・できないことから、い
じめを発見することは、とても難しい。
学校外でもいじめの発見に繋がることはあるので、情報の循
環、また、当該児童に関わる環境・人との連携も大切になって
くるかと思う学校生活が楽しいと答える児童が多いことはそれ
ぞれが自分がありたい姿で楽しめていることの表れだと思う。
ただ、どのような質問が用意されていたかが重要で、「はいい
いえ」の2択では、各児童の楽しい楽しくないをリアルに反映で
きた結果とは言えないかもしれない。
この取り組みにはアンケートの回収率を上げることが重要と思
う。
早期発見、早期対応に関して、どう努力されているのかわから
ないです。
児童アンケートの89%が肯定とのことですが、他の11%の回答
に耳を傾けて対応の努力をお願い致します。
すべての子どもたちが、生き生きと学校生活を送れるよう、引
き続き支援をしていきたいと思います。

安心・安全に配慮し、務めている。
早めの計画で、もっと協力できることもあると思いますのでぜ
ひ。
共働きの保護者が多いため、ボランティア人数の確保が難しく
なってきている。スクサポとしては、ボランティア層を広げていく
ことが今後の課題になると思う。
ソフト面ハード面のどちらにおいても環境は整えられていると
感じる。高学年に自転車のルールを教える必要はないのだろ
うか。
授業行程でも子どもたちのICTの活用力が必要ですね。安全
な使い方の理解が追いついていけるようにお願い致します。
スクールサポートの方々が運営協議会にも出席されているた
め、学校や地域と連携した教育環境ができているとともに、ス
クールサポート、PTAが学校と協力し、授業内や通学において
も安全面の配慮を十分行なっている。

Ａ

3

3
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☆児童アンケート
「学校生活は、
楽しいですか」
の質問項目に
対する回答

4：
肯定的回答90％以上

3:
肯定的回答90％未満80％以

上
2：

肯定的回答80％未満
70％以上

1:
肯定的回答70％未満

☆保護者アンケート
「学校は子供の安全に

留意して施設・設備の整備を
している。」

の質問項目に
対する回答

4：
肯定的回答90％以上

3:
肯定的回答90％未満80％以

上
2：

肯定的回答80％未満
70％以上

1:
肯定的回答70％未満

＜これまでの取組＞
①担任とスクールサポーターとの打
合せを定期的に行い、地域の特色を
生かした学習ができている。また、保
護者ボランティアを募り、安全面も考
慮した学習環境を整えてきた。
②消防署との連携として煙体験や起
震車体験を教育課程に位置づけて取
り組んできた。

＜今後の改善策＞
①早めの計画立案とスクールサポー
タとのより綿密な打合せを行ってい
く。
②「安全プログラム」をこれまで以上
に活用していくようにする。
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